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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月19日(2010.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に複数種類の図柄が配列された複数のリールを遊技毎に回転および停止させる遊
技機であって、
　前記複数のリールのそれぞれに対応した停止操作を行うための停止操作手段と、
　乱数を用いて複数種類の役の当否を決定する内部抽選を行う抽選手段と、
　前記内部抽選の結果に基づいて、当選した役のフラグを非内部当選状態から内部当選状
態に設定するフラグ制御手段と、
　前記複数のリールを回転させる制御と、前記停止操作手段に対する停止操作に基づいて
、当該停止操作に対応する回転中のリールを前記フラグの設定状態に応じて停止させる制
御とを行うリール制御手段と、
　前記複数種類の役のうち特定の役のフラグが内部当選状態に設定されていることを報知
する報知演出を、演出装置に実行させる制御を行う演出制御手段とを備え、
　前記演出制御手段が、
　前記特定の役のフラグが内部当選状態に設定されている遊技における前記停止操作の態
様に応じて、当該遊技において前記演出装置に実行させる前記報知演出の実行契機を変更
することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記演出制御手段が、
　前記特定の役のフラグを非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技において、前
記報知演出を前記演出装置に実行させるとともに、
　前記特定の役のフラグを非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技における前記
停止操作の順序が予め定められた順序であるか否かを判定し、判定結果に基づいて、前記
報知演出の実行契機を停止操作に対応付けて設定することを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記リール制御手段が、
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　前記特定の役のフラグが非内部当選状態に設定されている遊技と前記特定の役のフラグ
が内部当選状態に設定されている遊技とで、異なるリール停止制御を行い、
　前記演出制御手段が、
　前記特定の役のフラグを非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技における最初
の停止操作に対応するリールが予め定められたリールであるか否かを判定し、最初の停止
操作に対応するリールが予め定められたリールである場合には、全ての停止操作が行われ
た時点を実行契機として前記報知演出を前記演出装置に実行させ、最初の停止操作に対応
するリールが予め定められたリールでない場合には、最初の停止操作が行われた時点を実
行契機として前記報知演出を前記演出装置に実行させることを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　請求項１において、
　前記演出制御手段が、
　入賞するまで内部当選状態を持ち越し可能な前記特定の役のフラグが内部当選状態に設
定されている遊技において、前記報知演出を前記演出装置に実行させるとともに、
　前記特定の役のフラグを非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技における前記
停止操作の順序が予め定められた順序であるか否かを判定し、判定結果に基づいて、前記
特定の役のフラグを非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技で前記報知演出を前
記演出装置に実行させるか否かを判定することを特徴とする遊技機。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記リール制御手段が、
　前記特定の役のフラグが非内部当選状態に設定されている遊技と前記特定の役のフラグ
が内部当選状態に設定されている遊技とで、異なるリール停止制御を行い、
　前記演出制御手段が、
　前記特定の役のフラグを非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技における最初
の停止操作に対応するリールが予め定められたリールであるか否かを判定し、最初の停止
操作に対応するリールが予め定められたリールでない場合には、前記特定の役のフラグを
非内部当選状態から内部当選状態に設定した遊技において、前記報知演出を前記演出装置
に実行させることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】遊技機
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